
１．スタッフ（平成29年４月１日現在）
血管内治療センター長（学内教授）　難波　克成
　　　　　　　　　　　　　　（血管内治療センター）

脳血管内治療部　部長（学内教授）　難波　克成
　　　　　　　　　　　　　　（血管内治療センター）
　　　　　　　　医員（臨床助教）　檜垣　鮎帆
　　　　　　　　医員（臨床助教）　小針　隆志
　　　　　　　　　　　　　　　　（脳神経外科）

大動脈治療部　　部長（准 教 授）　齊藤　　力
　　　　　　　　　　　　　　　　（心臓血管外科）

２．脳血管内治療部の特徴
　血管内治療部は平成17年４月に新設され、脳神経分
野、全身分野の２分野が稼働を開始した。平成18年３
月に現在の新しい施設に移転した。
　平成22年11月に心臓血管分野が新設され、３分野に
よる診療が始まった。
　平成24年11月に組織変更が行われ、血管内治療部が
血管内治療センターに改編され、新たに「脳血管内治療
部」、「放射線ＩＶＲ部」、「大動脈治療部」の３つが創設
された。
　脳血管内治療部は、平成18年３月に頭部専用血管撮
影装置（Philips社製Allura）を導入し、診療にあたって
きた。平成24年５月には血管撮影装置のフラットパネル
ディテクタと画像処理ソフトを一新し、臨床性能と画像
鮮明度を大幅に向上させた。導入から10年経過した現在
でも頻回の調整で最高峰の画質が得られる。脳、脊髄、
頭頚部の血管病変全般を対象とし、脳動脈瘤、脳動静脈
奇形、脳動脈閉塞性病変、脊髄血管奇形、頭頚部腫瘍、
頭頚部血管奇形などの診断および治療を行っている。観
血的手術を行うことなく、非侵襲的に治療を行う画期的
な先端医療を担っている。
　平成23年12月には、難波克成学内教授が日本脳神経
血管内治療学会の指導医に認定された。平成24年４月
１日より自治医科大学附属病院が日本脳神経血管内治療
学会認定研修施設に認定され、平成29年度も認定が更
新された。引き続き、栃木県におけるこの分野の発展に
貢献する。

・認定施設
日本脳神経血管内治療学会　認定研修施設
日本IVR学会　専門医修練機関
関連11学会構成ステントグラフト実施規準管理委会

認定ステントグラフト実施施設（胸部）
関連10学会構成ステントグラフト実施規準管理委会
認定腹部ステントグラフト実施施設
下肢静脈瘤に対する血管内レーザー治療実施施設
日本脈管学会認定研修指定施設

・専門医・指導医
日本脳神経外科学会専門医 難波　克成
日本脳神経血管内治療学会専門医、指導医
 難波　克成
日本胸部外科学会指導医 齊藤　　力
心臓血管外科専門医 齊藤　　力
日本外科学会専門医、指導医  齊藤　　力
日本脈管学会認定脈管専門医  齊藤　　力
日本血管外科学会認定血管内治療医 齊藤　　力
胸部ステントグラフト実施医・指導医（TALENT 
Thoracic Stentgraft, Gore TAG Thoracic Endoprosthesis, 
Valiant Captiva, Relay Plus） 齊藤　　力
腹部ステントグラフト実施医・指導医（Zenith AAA,
Endovascular Graft, Gore Excluder Endoprosthesis,
Powerlink Stentgraft System, TALENT Abdominal 
Stent Graft, Endurant Stentgraft System, AORFIX 
AAA Stentgraft System） 
 齊藤　　力
下肢静脈瘤に対する血管内レーザー焼灼術実施医  
 齊藤　　力

３．診療業績・クリニカルインディケーター
脳血管内治療部

脳血管撮影件数 280件

手術症例病名別件数
脳動脈瘤 61例
動静脈瘻・脳動静脈奇形 11例 
急性期脳血栓回収療法 ７例
血管形成術 47例
脳腫瘍 13例
脊髄血管奇形塞栓 １例
頭頚部顔面血管塞栓 １例
その他 ３例
総数 144例

大動脈治療部 
EVAR 53例
（追加EVAR含む）
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TEVAR 18例
（追加TEVAR含む）
その他 ８例
総数 79例

４．2017年の目標・事業計画等
研究活動
　平成22年度11月、「ブタを用いた脳血管内治療トレー
ニングプログラムの開発」において科学研究費補助金を
受託し、先端医療技術開発センターにて動物実験を行っ
ている。ブタ総頚動脈を用いた脳動脈瘤治療モデルの開
発に成功し、成果を学術誌に発表した。
　平成25年度11月、「ブタを用いた脳動脈瘤コイル塞栓
術トレーニングモデルの開発」において科学研究費補助
金を受託し、以前からの研究を発展させた。成果は学会
で発表し、平成28年３月に実験を終了した。
　また、３Ｄプリンターで正確に再現した脳動脈瘤を脳
血管内治療に応用する研究を開始した。脳血管内手術前
に実際の治療を行うのと同じ構造を持つモデルでシミュ
レーションを行い、より正確で安全な治療を行うことを
目標に研究を進める。平成28年度はこの成果に基づき、
脳血管内手術初心者を対象に脳血管内手術の教育プログ
ラムを実施し、好評を博した。本年度は教育プログラム
をさらに普及させたい。
　新たな取り組みとして、人工知能を応用し脳MRA画
像の高解像化を図る試みを始める。将来は脳MRA高解
像化により、脳神経血管疾患の診断率向上、低侵襲化を
図りたい。

臨床活動
　脳血管内治療部は開設以来、検査数、治療数が年々増
加してきたが、2016年は2015年と比較して微増であっ
た。脳血管内治療部は、他医家紹介や患者さんの希望に
よる受診が増加し、脳血管内治療が広く一般医家、市民
に浸透してきた印象を受ける。また、脳神経血管内治療
専門医が１名増員し、外来で血管内治療医の診察機会が
増加したこと、治療数増加に伴うフォローアップが増加
したことで検査数も増加した。専属スタッフ２名という
制約の中で入院210名、血管内治療144件、血管撮影280
件とアクティブに活動を行っている。
　2017年は新たな脳神経血管内治療医の養成を行うべ
く、１名の新スタッフを加え、検査、治療数の増加を目
標とする。脳梗塞急性期血栓回収用デバイスを用いた治
療の有効性が証明されたことで、この治療法が飛躍的に
広まりつつある。当院でもこの新デバイスの使用が可能
であり、今まで当部門で治療対象としていなかった超急
性期脳梗塞治療へ、より能動的参加が必要である。ま
た、頭頚部領域血管病変は各科が協力しての多面的治療
が必要であり、積極的な連携を図りたい。
　血管内治療センターの発足に伴い、各部門が有機的な

連携を図れるよう新棟への集束と移行が２年後に予定さ
れている。
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